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大田市規則第２９号 

大田市職員の勤務時間に関する規則の一部を改正する規則 

大田市職員の勤務時間に関する規則（平成１７年大田市規則第３２

号）の一部を次のように改正する。 

第８条の２を第８条の３とし、第８条の次に次の１条を加える。 

（時間外勤務等を命ずる時間及び月数の上限） 

第８条の２ 任命権者は、職員に時間外勤務を命ずる場合には、次に

掲げる時間の範囲内で必要最小限の時間外勤務を命ずるものとする。 

⑴ １月において時間外勤務を命ずる時間について４５時間  

⑵ １年において時間外勤務を命ずる時間について３６０時間  

２ 任命権者は、臨時的な特別の事情（一時的又は突発的な業務量の

増加等の事情であって、労働基準法（昭和２２年法律第４９号）第

３６条第５項の規定により同条第３項の限度時間を超えて労働させ

ることができる時間を定めることができることとされているものを

いう。）により前項各号に規定する時間を超えて時間外勤務を命ず

る必要がある場合には、次に掲げる時間及び月数の範囲内で必要最

小限の時間外勤務を命ずるものとする。 

⑴ １月において時間外勤務を命ずる時間について１００時間未満  

⑵ １年において時間外勤務を命ずる時間について７２０時間  

⑶ １月ごとに区分した各期間に当該各期間の直前１月、２月、３



月、４月及び５月の期間を加えたそれぞれの期間において時間外

勤務を命ずる時間の１月当たりの平均時間について８０時間 

⑷ １年のうち１月において４５時間を超えて時間外勤務を命ず

る月数について６月 

３ 任命権者は、大規模な災害への対応その他の真にやむを得ない事

由によって、臨時又は緊急の必要がある場合には、その必要の限度

において第１項各号又は前項各号に規定する時間又は月数を超え

て時間外勤務を命ずることができる。 

４ 任命権者は、前項の規定により、第１項各号及び第２項各号に規

定する時間又は月数を超えて時間外勤務を命ずる場合には、当該超

えた部分の時間外勤務を必要最小限のものとし、かつ、当該職員の

健康の確保に最大限の配慮をするとともに、当該時間外勤務を命じ

た日が属する当該時間又は月数の算定に係る１年の末日の翌日か

ら起算して６月以内に、当該時間外勤務等に係る要因の整理、分析

及び検証を行わなければならない。 

５ 第１項から前項までに規定するもののほか、職員に時間外勤務を

命ずる場合における時間及び月数の上限に関し必要な事項は、任命

権者が定める。 

   附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 


